
様式 11 1/3
建替後の建物配置・平面計画に関する提案及び建替えのプロセス（新築，解体，移転等）に関する提案，「学びの中心となる学校図書館（読書・学習・情報センター）の整備」，「快適で温かみのある空間の整備」，「誰もが直感的に分かりやすいアプローチ計画，サイン計画」，「長期的な視点に立った，維持管理のしやすい施設整備」及び「シビックプライドを育む施設整備」それぞれの提案並びに
全体事業期間の短縮に関する提案及び全体事業費（イニシャルコスト）の圧縮に関する提案

　　工期短縮やコスト圧縮と、良好な学習環境を両立する配置計画の検討　　　　工期短縮やコスト圧縮と、良好な学習環境を両立する配置計画の検討　　ー建替後の建物配置・平面計画に関する提案ーー建替後の建物配置・平面計画に関する提案ー1

配置の比較検討・評価を適切に行うための重要事項の整理を行い、有りうる計画案の分析、評価指針を定めます。

仮グラウンド 仮グラウンド

グラウンド

  (A-1) (A-2) (A-3) (B-1) (B-2) (B-3) (B-4) (B-5)

（A）敷地南側に計画する場合＝仮設校舎不要 （B）敷地北側に計画する場合＝仮設校舎必要
最大約 40 億円  /  新校舎完成まで 20 か月 最大約 47 億円  /  新校舎完成まで 35 か月

①周辺環境 南隣地側に庭園と遊歩道を計画 既存と同様の配置で、周辺への影響は少ない

②学習環境 瀬野川や周囲の山並みに呼応する雁行配置
校庭に面せず静かな普通教室

廊下の両側に教室が並ぶ直線配置　

普通教室は南向きで校庭に面する

③工事中の
　給食室

工事中も既存の給食室が利用可能
仮設や外注の必要なしでコスト低

既存給食室を
継続して利用可

工事中は
仮設 or 外注が必要

既存給食室を
継続して利用可

既存給食室を
継続して利用可

工事中は
仮設 or 外注が必要

④安全な
　　工事動線 児童と工事車両が交差しない安全な動線を計画可能 児童と工事車両が交差する期間が生じる可能性あり

⑤敷地内の　
　3m 段差

残置 or 補修工事
屋外の段々状の観覧ビューとして利用可能

建物と一体で改修を行う

⑥体育館の
　将来配置

建て替え時は
西側へ配置

建て替え時は
西側 2F へ配置

建て替え時は
西側へ配置

建て替え時は
北側に隣接配

置可
既存の位置にのみ配置可能

建て替え時は
北側に隣接配

置可

建て替え時は
西側に配置

⑦コスト 40 億円以内 43.4 億円 44.8 億円 44.8 億円 47.3 億円 47.3 億円

⑧仮設校舎 仮設校舎不要 一部仮設校舎 本館のみ仮設校舎 全て仮設校舎
⑨工期 新校舎の完成まで約 21 か月 新校舎完成まで約 34 か月

分析と
平面イメージ

仮に体育館建て替えを本事業内で行うと…

仮設体育館無し
/ 新体育館約 4 億円

新体育館建設：11 か月
周辺外構整備：3 か月

仮設体育館 2.75 億円
 / 新体育館約 4 億円

仮設体育館：3 か月
新体育館建設：11 か月

仮設解体：3 か月
周辺外構整備：3 か月

合計 44 億円
工事期間 4 か月延長

合計 51.55 億円
工事期間 20 か月延長

…既存校舎
　( 工事中使用する部分 )

…グラウンド

…新校舎
　( 調理室部分 )

…既存体育館

…将来の体育館
　の配置可能場所

…新校舎

…給食室搬入口▽▽

…正門 / 裏門▽▽  /  ▼▼

新校舎の完成まで 約35 か月 全体工事期間 49 か月▶

▶ ▶ ▶

　　効率的な建替計画　　　効率的な建替計画　ー建替えのプロセス（新築，解体，移転等）における重要ポイントと比較ーー建替えのプロセス（新築，解体，移転等）における重要ポイントと比較ー2

新校舎完成までは 20 か月で、工事期間が最短です。
車両動線と児童の動線が交差せず、仮グラウンド
も確保しやすい計画です。

工事中建物学校利用中
学校用出入口 工事用出入口 工事範囲

工事中建物学校利用中
学校用出入口 工事用出入口

仮設校舎
工事範囲

A 案

新校舎の完成まで
約 20 か月 ▶

▶ ▶

全体工事期間 40 か月▶

新校舎建設
20 か月

現校舎がある位置では、既存杭など地中障害、既存校舎のアスベスト、既
存崖地の状態など、現況によって工期が大幅に長引くリスクがあります。
児童と車両動線の交差の可能性もあり、安全性の確保に課題があります。

B 案

▶

↑
既存杭など地中障
害による土工事の
延長リスクあり

↑
児童と車両の
動線が交差する
危険性あり

A よりも半年以上
長くコスト数億円増

仮設校舎建設
6 か月 7 か月

既存校舎解体
9 か月20 か月

新校舎建設
5 か月

既存校舎解体

3 か月
仮設校舎解体

外構整備
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3F 平面図

正門

620㎡

体育館

プール

町民センター
三迫川

↑　　　　　　　　　↑
どの期間でも、工事エリアと学校エリアが
南北で分離可能で、動線が交差しない

★

★

地域性

コスト

給食室

周辺環境

体育館

教育環境

★

★

地域性

コスト

給食室

周辺環境

体育館

教育環境

★
＜レーダーチャート分析＞＜レーダーチャート分析＞

11 か月
既存校舎解体

9 か月
外構整備

駐車場

▽▽

▽▽

▼▼

駐車場

体育館▽▽
▽▽

▼▼

体育館

駐車場

▽▽

▼▼

駐車場

▽▽ ▽▽

▼▼ ▽▽▽▽

▼▼

新体育館 駐車場

▽▽

▼▼

給食室

2F
駐車場

グラウンド

1F 3F3F2F

給食室

グラウンド1F

駐車場

▽▽

▽▽

▼▼

新体育館新体育館

駐車場

▽▽

▽▽

▼▼

駐車場

▽▽

▽▽

▼▼

駐車場

▽▽

▽▽

▼▼

駐車場

▽▽

▽▽

▼▼

下に色々な居場所が見える。名所は幕の内的で回遊できる。幕の内は弁当は一目で色々な美味しそうな食べ物が見れる。
その一つ一つを選びながら食べるように、重なり合った空間を回遊でき、自分の居場所を探すことができる。

多様な居場所を生み出す吹抜空間

（代表員事例）（代表員事例）

吹抜けを介して学びの空間がつながる様子吹抜けを介して学びの空間がつながる様子

本計画においての重要なポイントをもとに、有りうる 8 の配置パターンを検討、比較分析を行ないました。現時点での条件では、
下表で示すように、仮設を使用しない南側に校舎を配置する (A-1) 案が最適な配置だと考えられます。
今後のワークショップなどで、どの項目に重点を置くべきか等、皆様と議論を重ね、より的確な判断を行います。

体育館建替え
を行う場合で
も（A）が
低いコスト、
短い工期で
有利です。

※外構整備期間に並行して体育館工事が行えるため短い
→ 様式 11 -  3/3 参照

※

○ 8 の配置パターンとその類型

工事中の安全な動線の確保、隣地 / 既存校舎 / 体育館から十分にセットバックして新校舎を計画し、安全や振動 / 騒音に配慮します。

○新しい学びとつながる（海田みらいスタジオ）
吹抜け内の空間を中心に、隣接する図工室、
音楽室、外国語、日本語学習室が連携し、
様々なシーンで児童の学びをアシストしま
す。ワークショップで専門家の知見も取入
れ、最先端技術を駆使した学びの場を計画
します。

○出迎える場所をつくる（多目的オープンラウンジ）
オープンブラウジングスペースとして使え、３段程度の
本棚に囲まれた 24 人が座れる机椅子でくつろげます。
隣接する相談室もあわせて使えます。階段下に椅子を収
納でき、イベントやパフォーマンスの会場にもなります。

○みんなの居場所・学びの場をつくる（図書室：230㎡）
入口からインフォメーションカウンターとバックスペース、
検索コーナー、その奥には本棚ゾーン、30 人程度が座れ
るテーブルゾーンが続きます。一番奥の本棚で区切られ
た 4m × 8.5 ｍの空間は、16 人程度が寝ころびながら読
書が出来るような自由な空間で、庭の借景を楽しめます。

○将来像を描き、未来につながる（体育館建て替えを含めた検討）

新体育館は 2 階とし、浸水リスクのない避難所
として利用できる配置です。北側 +3m の道路か
ら直接搬入できます。1 階は駐車場とします。

※本事業と一体で行う場合、追加で工期 4 か月 /4 億円
で建て替えを行う事ができます。（右表下段参照）

新体育館は、柱を 4m セット
バックすることで、基礎を
減らしコストを削減します。
ピロティ部分はグラウンド
と一体で有効利用できます。

海田町らしさを取込む多様な学びの空間　～瀬野川のように緩やかにまちと繋がる小学校～

3F イメージ
N

児童クラブ、図書室などを地域開放児童クラブ、図書室などを地域開放 地域開放はこの階まで地域開放はこの階まで 校庭には面さず静かな高学年生の学習空間校庭には面さず静かな高学年生の学習空間

1F イメージ

駐車場
12台

2024/11/8S=1/600

N

1F 平面図

海田東小学校校舎建替基本計画

620㎡

体育館

プール

町民センター

2F イメージ

音楽音楽室室

家庭科室家庭科室

外国語学習外国語学習

図工室図工室

日本語学習日本語学習

セキュリティセキュリティ
ラインライン

一体利用可一体利用可

一体利用可一体利用可

セキュリティセキュリティ
ラインライン

WCWC

ワークワーク
スペースペースス

ワークスペーワークスペースス

生活科ルーム生活科ルーム 多目的ゾーン多目的ゾーン

先生コー先生コーナーナー

理科室理科室

教材教材

EVEV

PTA・ 児童会室PTA・ 児童会室

WCWC

WCWC

WCWC

普通教室普通教室
中学年中学年

（3 クラス）（3 クラス）

給食室給食室

EVEV

昇降口昇降口

多目的多目的
オープンラウンジオープンラウンジ

図書室図書室

インフォインフォ
メーションメーション

ゾーンゾーン

本棚ゾーン本棚ゾーン テーブルゾーンテーブルゾーン

フリーゾーンフリーゾーン
庭の借景庭の借景

30 人程度30 人程度

検索コーナー検索コーナー

カウンターカウンター

入口入口 庭庭

保健室保健室
会議会議

庭庭

校長室校長室
渡り廊下→渡り廊下→

グラウンドグラウンド
（150m トラックと（150m トラックと

少年サッカーコートを配置可能）少年サッカーコートを配置可能）

公園広場公園広場
（+3m）（+3m）

段々広場段々広場 （± 0m）（± 0m）

（+3m）（+3m）三迫川三迫川

職員室職員室

既存既存
体育館体育館

将来の体育館将来の体育館

将来の体育館将来の体育館

駐車場駐車場
( 約 41 台 )( 約 41 台 )

WCWC

WCWC

事務事務
相談相談

事務・事務・
印刷室印刷室

児童クラブ児童クラブ
への回廊への回廊

多目的オープンラウンジ多目的オープンラウンジ

WCWC

先生先生
コーコーナーナー

デジタルラボとの連携デジタルラボとの連携
屋外デッキとも一体屋外デッキとも一体
利用可利用可

キッチン併設で、キッチン併設で、
多国籍料理で異文多国籍料理で異文
化交流ができる化交流ができる

デジタルデジタル
サイネージサイネージ

セキュリティラインセキュリティライン
の切り替えを行えるの切り替えを行える

教材教材 先生コーナー先生コーナー

図書コーナー図書コーナー

専用で利用できます。専用で利用できます。

STSTRREAMEAM

段々広場はグラウンドの段々広場はグラウンドの
観覧ビューにもなります。観覧ビューにもなります。

記念碑記念碑

体育館建替え後は体育館建替え後は
段々広場となる段々広場となる

正門正門

裏門裏門 搬入車
搬入車

車両車両

◀◀

◁◁ ◁◁

◀◀

普通教室普通教室
低学年低学年

（3 クラス）（3 クラス）

普通教室普通教室
低学年低学年（3 クラス）（3 クラス）

駐車場
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N
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▼▼
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▽▽
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公園広場公園広場

児童動線児童動線

グラウンドグラウンド

駐車場駐車場

既存既存
体育館体育館

校舎校舎

▼▼

▼▼ ▼▼

▼▼

▼▼
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プール

▼▼

▽▽

公園広場公園広場

グラウンドグラウンド

駐車場駐車場駐輪場駐輪場

1F：駐車場1F：駐車場
2F：新体育館2F：新体育館

校舎校舎

周囲には植栽周囲には植栽
と遊歩道を確保と遊歩道を確保

隣地からの離隔を隣地からの離隔を
十分に確保十分に確保日

影
に

よ
る

限
定

範
囲

↓

日
影

に
よ

る
限

定
範

囲
↓

○児童の日常と学びがつながる
（生活科の学びを多様にするワークスペース）

2F の低学年生のワークスペースは、
教室と一体化でき、日常の中で生活
科などの学びを深める事ができます。
少人数教室横のワークスペースは海
田みらいスタジオとも連携します。

（普通教室と連結する可変型ワークスペース）
高学年のワークスペースは、教室と連結
して大きな空間となります。従来型の授
業形式だけでなく、ステージのような使
い方や、広さを利用した体を動かしなが
らの学習など、多様な活動が行えます。

○児童の安全を見守る（職員・管理諸室ゾーンの配置）
保健室、管理諸室がまとまり、校庭を見渡せる配置です。有
事の際に素早く対応でき、災害時の対応も容易です。北側校
庭は一日を通して安定して明るく、日射に配慮した計画です。

○地域のつながりをつくる（児童クラブへの回廊＝ STREAM の実践）
20 人程が座れるベンチ、子供達の活動や地元のイベントなど、この地域
=Region に関することを掲示するスペースやデジタルサイネージを設けます。
窓からは調理室の中が見え食育の場にもなります。

各部屋が必要かどうかはワークショップ各部屋が必要かどうかはワークショップ
で詳細に検討します。で詳細に検討します。

○風景をつくる　（敷地内 3m の崖地と外構計画）
北側の 3m の段差上部は、既存建物の解体後、公園とし、町道 9 号線沿いから桜を植えて新しい風景をつくり、
海田町の名所とします。観覧席にもなる段々状の階段を、既存擁壁をサポートするようにつくり、安全性と機能性
を両立します。
敷地の周囲に 2 ｍの歩道とその内側に緑地帯を計画し、南側隣地からは 10m 以
上の離隔を確保し、海田町の町木であるクスノキ、四季を感じられるレッドロビ
ンやツツジなどを植え、隣地への環境をより良くします。敷地西側の日影による
建築範囲の制限などの敷地条件を整理する事で最適な配置計画を行いました。

 雁行する瀬野川の流れ 雁行する瀬野川の流れ

海田町らしさのある地域の空間海田町らしさのある地域の空間

雁行する千葉家住宅の土間雁行する千葉家住宅の土間
旧千葉家住宅の切妻旧千葉家住宅の切妻

屋根の継承屋根の継承

 伝統を継承するかたち 伝統を継承するかたち

○歴史を継承して新しい伝統をつくる○歴史を継承して新しい伝統をつくる

多数の広島出身の有名人。海田町から次世代を担
う人材が輩出されるような環境づくり目指します

総理大臣総理大臣

織田幹雄織田幹雄 加藤陽三加藤陽三

 「織田ポール」 「織田ポール」

15
.21

m
15

.21
m

海田町の名誉町民海田町の名誉町民

科学者科学者

歌手歌手 スポーツ選手スポーツ選手

原大輝原大輝 大下剛史大下剛史矢沢永吉矢沢永吉奥田民生奥田民生吉田拓郎吉田拓郎

宮沢喜一宮沢喜一 岸田文雄岸田文雄
 秦逸三 秦逸三

（帝人創業者）（帝人創業者）池田勇人池田勇人

○次世代を担う人をつくる○次世代を担う人をつくる

日射遮蔽（庇）

足場なしで
清掃が可能

日射遮蔽 ( 緑化 )：
バルコニーから
メンテナンス可能

外壁緑化や、庇（バルコニー）によっ
て、周辺環境への配慮とメンテナ
ンスや日射をコントロールします。18.9㎝× 7.9㎝＝ 149.31㎠＜ 150㎠18.9㎝× 7.9㎝＝ 149.31㎠＜ 150㎠

周辺の海田町の豊かな自然環境に溶け込むような雁行配置の校舎周辺の海田町の豊かな自然環境に溶け込むような雁行配置の校舎

日浦山
日浦山

洞所山洞所山

三迫川
三迫川

桜並木桜並木

※新体育館への建て替え後のイメージ※新体育館への建て替え後のイメージ

ロビーでのコンサートの賑わいロビーでのコンサートの賑わい
（代表員事例）（代表員事例）

約 400m の桜並木が約 400m の桜並木が
名所となっています名所となっています

（代表員事例）（代表員事例）
段々状の緑化擁壁段々状の緑化擁壁

（代表員事例）（代表員事例）

階段・吹抜けを介して階段・吹抜けを介して
2F「2F「海田みらいスタジオ海田みらいスタジオ」」
に繋がります。に繋がります。

教材教材

光の強弱で景色が良く見えます光の強弱で景色が良く見えます
( 例 : 圓通寺の庭園の借景の様子 )( 例 : 圓通寺の庭園の借景の様子 )

建替え前 建替え後

1 階1 階
駐車場駐車場

1 階1 階
駐車場駐車場 グラウンドグラウンド

グラウンドグラウンド

平面平面
イメージイメージ

断面断面
イメージイメージ

ピロティピロティ

柱柱 4m4m

4m4m
ピロティピロティ

2 階2 階

体育館体育館

○効率的な新体育館の構造

可動間仕切りで一体化   ←→   個別の空間にもなる

EVEV 海田海田
みらいみらい
スタジオスタジオ

下部
海田みらい

スタジオ

WSWS
普通普通
教室教室

普通普通
教室教室

WSWS 普通普通
教室教室

普通普通
教室教室

▼

▼

▼

▼

少人数少人数
教室教室

外国語外国語
学習学習

海田みらい海田みらい
スタジオスタジオ

WSWS

少人数少人数
教室教室

外国語外国語
学習学習

WSWS

一体利用可一体利用可

一体利用可一体利用可
一体利用可一体利用可

児童児童
クラブクラブ

図書室図書室

本棚本棚
ベンチベンチ

WSWS
普通教室普通教室

中学年中学年
（3 クラス）（3 クラス）

WSWS

普通教室普通教室
高学年高学年

（3 クラス）（3 クラス）

普通教室普通教室
高学年高学年（3 クラス）（3 クラス）

WSWS

WSWS
少人数教室少人数教室

特別支援教室特別支援教室



様式 11 2/3
建替後の建物配置・平面計画に関する提案及び建替えのプロセス（新築，解体，移転等）に関する提案，「学びの中心となる学校図書館（読書・学習・情報センター）の整備」，「快適で温かみのある空間の整備」，「誰もが直感的に分かりやすいアプローチ計画，サイン計画」，
「長期的な視点に立った，維持管理のしやすい施設整備」及び「シビックプライドを育む施設整備」それぞれの提案並びに全体事業期間の短縮に関する提案及び全体事業費（イニシャルコスト）の圧縮に関する提案

一般入口一般入口

メーカー イメージ 仕様 コスト（単価）

A 社

品番 81R2AZ

32,600RETE クロー
ズ脚タイプ

背カバーなし
4.2kg

数量 4 合計 130,400
寸法 505 516 797

B 社

品番 CK-M640

37,000

Caravel
〈背座メッ
シュタイプ〉
スチール脚タ

イプ
肘なしチェ

アー
4.1kg

数量 4 合計 148,000
寸法 510 575 805

C 社

　　テーマ③「誰もが直感的に分かりやすいアプローチ計画，サイン計画」　　テーマ③「誰もが直感的に分かりやすいアプローチ計画，サイン計画」5

　　テーマ①「学びの中心となる学校図書館（読書・学習・情報センター）の整備」　　テーマ①「学びの中心となる学校図書館（読書・学習・情報センター）の整備」3 　　テーマ②「快適で温かみのある空間の整備」　　テーマ②「快適で温かみのある空間の整備」4

ハンズオンできる郷土資料館

食育エリアで給食室の内部が見える

20 人程が座れるベンチがあり、送り迎えの待機スペースとしても利用可能です。給食室が覗けたり、子供達の活動や地元の
イベント・郷土資料など、この地域=Region に関することを掲示するスペースやデジタルサイネージを回廊沿いに設けます。

児童クラブ /給食室 /図書室
配置イメージ（1F）

1F

普通教室など間仕切りなどによって多
様な活動に対応
２ユニットの間に学年を超えて利用で
きるＷＳを配置

各階に共通して普通教室は南向きでグラ
ウンドに面さないため、静かな環境で学
習が行えます。
敷地南側には遊歩道に沿った緑地帯があ
り、緑に囲まれた場所となります。

各階に共通して、各学年の教室の前には
2.5m 程度の先生コーナーを設けます。
多様な学習には一体的な大きなスペース
だけでなく、ほこら状の小さなスペース
を設ける事も必要です。先生と児童のコ
ミュニケーションを促す安心感のある居
場所とします。また、教材室も各学年ご
とに設けます。

児童クラブ / 地域を学ぶ回廊

普通教室＋ＷＳ

南向きで落ち着いた学習環境

児童クラブ児童クラブ

回廊回廊

図書室図書室

図書室図書室

給食室給食室

図書室図書室

調理室調理室

郷土資料を展示郷土資料を展示
図書室図書室EVEV

昇降口昇降口 WCWC

事務事務収納収納

相談相談

児童児童
クラブクラブ

児童クラブ児童クラブ
への回廊への回廊

デジタルサイネージデジタルサイネージ

本棚本棚
ベンチベンチ

地場の家具屋と家具をつくる オリジナルな書架・家具設計

家具に合わせた照明の設計

体験して備品の選定

下イメージ全て代表員事例

居心地の良い場所をつくる備品

・備品の机や椅子がメーカー 1社のみだとショールームの
ようになってしまいます。私たちは３年周期で 300 点以
上を座り心地や軽さ、コストなど様々な観点から、実際
に体験して選定しています。A県 K市ではその内 80 点を
一か所に集めてみんなで決めました。異なるメーカーの
物を同じ割合で配置することで多様な居場所となります。
・私たちは地域に合わせ、児童が望む木製家具を地場の家
具屋とオリジナル家具を設計することができます。
・家具に合わせて、建物の床仕上げ、カーペットやタイル、
照明も設計することができます。

教室前の先生コーナー
音区画音区画

自然通風自然通風 自然採光自然採光

図書室等の音区画となるだけでなく、壁面を
スクリーン利用した映写授業も可能な海田
みらいスタジオ。自然光や自然通風を取り入
れる環境装置でもあり、また吹抜上部の屋根
を支える構造体でもあります。

海田みらい海田みらい
スタジオスタジオ

CRCR

CRCR

調理室調理室

図書室図書室

昇降口昇降口

特別教室特別教室

特別教室特別教室

N

正門正門

裏門裏門
一般入口一般入口

児童児童
メインメイン

搬入車搬入車

車両車両

普通教室普通教室
低学年低学年

普通教室普通教室
中学年中学年

教室はすべてタブレット教室はすべてタブレット
対応の机が入るゆったり対応の机が入るゆったり
とした大きさ（72~75㎡）とした大きさ（72~75㎡）

先生と児童が話せたり先生と児童が話せたり
教材を置ける教材を置ける

児童クラブ専用の児童クラブ専用の
庭を南側に計画庭を南側に計画

普通教室普通教室
高学年高学年

普通教室普通教室
低学年低学年

普通教室普通教室
中学年中学年

普通教室普通教室
高学年高学年

理科室理科室

海田みらい海田みらい
スタジオスタジオ

図書室図書室

児童クラブ児童クラブ

調理室調理室
バックバック
ヤードヤード

先生先生
コーナーコーナー

図書コーナー図書コーナー

海田みらいスタジオ海田みらいスタジオ

図書室図書室

オープンラウンジオープンラウンジ

オープンラウンジオープンラウンジ

給食室給食室

CRCR

家庭科室家庭科室

WSWS

WSWS

CRCR

CRCR

CRCR

CRCR

CRCR

CRCR

CRCR

CRCR

CRCR

CRCR

CRCR

CRCR

CRCR

CRCR

CRCR

CRCR
CRCR

AA
BB

CRCR

CRCR

先生コーナー先生コーナー

先生先生
コーナーコーナー

先生先生
コーナーコーナー

先生先生
コーナーコーナー

先生先生
コーナーコーナー

相談室相談室

EVEV

EVEV

EVEV

昇降口昇降口

昇降口昇降口

保健室保健室

会議室会議室

校長室校長室

給湯室給湯室

更衣室更衣室

1F1F

2F2F

3F3F

職員室職員室

WCWCWCWC

WCWC

WCWC

WCWC

WCWC

WCWC

WCWC

事務事務印刷印刷

食材搬入食材搬入

搬入・検収搬入・検収

洗浄・下処理洗浄・下処理

調理調理

配膳配膳

食器食器
洗浄洗浄

食器食器
返却返却 給食給食

搬出搬出

外国語学習外国語学習

日本語学習日本語学習

調理室調理室

図工室図工室

生活科ルーム生活科ルーム

多目的ゾーン多目的ゾーン

WSWS

WSWS

家庭科室家庭科室

音楽室音楽室

隣地からの離れを確保隣地からの離れを確保
植栽帯でプライバシーを守る植栽帯でプライバシーを守る

地域を学ぶ回廊地域を学ぶ回廊

校庭や正門を校庭や正門を
見渡せる見渡せる

特別支援特別支援
教室教室

少人数少人数
教室教室

備品選定表イメージ例

オープンラウンジオープンラウンジ

 レーザーカッター

 音楽制作用ソフト活用

3D プリンタ

投影映像に書き込む

地域・小学校の結節点となる図書室と「海田みらいスタジオ」で繋がる学びの場

それぞれの児童が好きな場所を見つけられる

アルコーブなどの小さな空
間を随所に設けます。

床 に 座 っ て 読 め る よ う に、
畳の空間を設けます。

外部の緑が見えるような小
さな窓を設けます。

ひとりでも居られる洞窟空
間を設けます。

従来の図画工作だけでなく、海田みらいスタジ
オと連携することで、最先端のものづくりの場
となります。

大小様々な空間が校内に点在する計画とすることで、個性に合った空間を見つけることができます。
私たちは児童の為の空間をこれまで数多くつくってきました。

様々な活動に柔軟に対応する教室空間（多様な学習活動を展開できる教室空間の整備）

２室の間は可動壁で一体利用も可能です。キッ
チンを併設しているため、様々な国の料理を食
べたり、音楽室との連携で世界中の音楽を聞く
ことによる、異文化交流が行えます。

家庭科室：アイランド型のキッチンを２列に配置し、
可動の机とする事で、授業以外には部屋中央部をフ
リースペースとし、様々な実習活動が行えます。

（従来型の一般的な家庭科室にも変えられます）
音楽室：隣接する他の教室と連携した利用ができ、
AI ツールでの作曲や、音楽とダンスを組み合わせた
創作活動などが行えます。

主に高学年の児童が利
用する部屋である為、
3 階に配置します。十
分な収納を備えた準備
室を隣接して設けます。

PTA 会室や児童会室等

地域の中の小学校図書室は、その場所での記憶やまちの歴史を蓄積してい

く場です。地域の交流や活動のアーカイブとしての図書室が児童のここに

しかない学びの源となり、児童と共に成長していく場所を目指します。既

存の歴史資料室と図書室を連携させ、この場所ならではの資料の充実を図

ることで、児童の自己が形成される段階で、シビックプライドや帰巣本能

を育みます。また、本による学びの場が学校全体に繋がっていく様な計画

とします。各特別教室に関連した書籍を近接して配架し、図書での学びと

各部屋での活動をリンクさせ学びの幅を広げ、学校全体が、多様な活動に

出会い、体験する事が出来る空間を作ります。

まちの記憶の蓄積としての小学校図書室

家庭科室【衣育】/ 音楽室（地域開放）理科室

A/B

食育を学ぶ図書室

外国語 / 日本語適用教室（地域開放）

図工室（地域開放）

特別教室の中心となる特別教室の中心となる
海田みらいスタジオ海田みらいスタジオ

・各利用者の動線を整理し、通学路、搬出入エリア、一般向けの入口を分離することで、混雑の回避と安全性を確

保します。主要なエリアは、オープンスペースや共用部から視線が届きやすい位置に配置し、建物内の全体像が

自然に理解できるよう設計します。これにより、安心感を与えつつ、迷わず移動できる環境を提供します。

・障がい者や高齢者も安心して利用できるよう、スロープ、手すり、十分な幅の通路を確保し、点字ブロックの配

置には使いやすさと一貫性を持たせます。さらに、滑りにくい床材の選定や段差の解消を徹底し、転倒リスクの

軽減を図ります。

・サイン計画では、ピクトグラム（絵文字）を国際基準に基づいて活用し、色分けを組み合わせた視覚的にわかり

やすい案内を提供します。子どもや高齢者だけでなく、外国語を話す人々にも対応できるよう、多言語対応と視

覚案内の併用を行います。

【木育】備品や家具の計画（快適で温かみのある空間の整備）

各特別教室に関連したデジタル機器を配置することで、学びと各部屋で
の活動をリンクさせ、デジタルを通じた学びの幅を広げる事が出来ます。

海田みらいスタジオ

給食室を覗く窓の下には食べ物に関する本を配架し、見るだけで
なく、本と一緒に学ぶことが出来る場所を計画します。

ＣＲ

ＣＲ

ＷＳ

生活科ルーム

084_3階読み聞かせスペース_4162.jpg
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K 市図書館（代表員事例）K 市図書館（代表員事例）

K 区図書館（代表員事例）K 区図書館（代表員事例）

K 区郷土資料館（代表員事例）K 区郷土資料館（代表員事例）K 市図書館（代表員事例）K 市図書館（代表員事例）

N 市図書館（代表員事例）N 市図書館（代表員事例） H 県 O 市中央小学校（構成員事例）H 県 O 市中央小学校（構成員事例）

外国語外国語

家庭科室家庭科室音楽室音楽室

日本語日本語

日本語日本語 図工室図工室

海田みらいスタジオ海田みらいスタジオ

海田みらいスタジオ海田みらいスタジオ

デジタル機器デジタル機器

駐車場
12台

2024/11/8S=1/600

N

1F 平面図

海田東小学校校舎建替基本計画

620㎡

体育館

プール

町民センター

▼▼

▼▼
▼▼

▼▼

▽▽

▽▽

児童動線児童動線

グラウンドグラウンド

駐車場駐車場

既存既存
体育館体育館

校舎校舎

アプローチイメージ図アプローチイメージ図 サイン計画サイン計画
紙に印刷した実寸のサインを壁に張紙に印刷した実寸のサインを壁に張
り、高さや大きさ、見え方、色合いり、高さや大きさ、見え方、色合い
等をみんなで丁寧に検討します。等をみんなで丁寧に検討します。

15.9㎝× 9.4㎝＝ 149.46㎠＜ 150㎠15.9㎝× 9.4㎝＝ 149.46㎠＜ 150㎠



様式 11 3/3
建替後の建物配置・平面計画に関する提案及び建替えのプロセス（新築，解体，移転等）に関する提案，「学びの中心となる学校図書館（読書・学習・情報センター）の整備」，「快適で温かみのある空間の整備」，「誰もが直感的に分かりやすいアプローチ計画，サイン計画」，
「長期的な視点に立った，維持管理のしやすい施設整備」及び「シビックプライドを育む施設整備」それぞれの提案並びに全体事業期間の短縮に関する提案及び全体事業費（イニシャルコスト）の圧縮に関する提案

　　全体事業費（イニシャルコスト）の圧縮に関する提案　　全体事業費（イニシャルコスト）の圧縮に関する提案9

　　テーマ⑤「シビックプライドを育む施設整備」　　テーマ⑤「シビックプライドを育む施設整備」7

　　全体事業期間の短縮に関する提案　　　全体事業期間の短縮に関する提案　～卒業する 6年生がすこしでも新校舎を使うことができる工程計画+コスト条件も合えば体育館も連携した工程の中でつくれます～～卒業する 6年生がすこしでも新校舎を使うことができる工程計画+コスト条件も合えば体育館も連携した工程の中でつくれます～

海田町が町民と積み上げてきた小学校に対する意見や議論を継承し、過去の参加者とともに、新たなワークショップに参加、参画、協働し、開館後の運営までを見据えます。
話し合いながらつくることで、児童や教職員、地元住民は自分たちのものだという思いを強くできます。45 年間ワークショップを続けてきた草分け的存在として、以下重視します。
①長期的な街づくりの視点から、町民と共に愛される建物やまちをつくる
②「参加」を通し町民や職員が街への意識を持てるようにし互いが協力し合ってまちづくりに参画する
③コストと要望、町民と行政との間で客観的な調整役となる

屋上庭園

一般開架エリア一般開架エリア 「吹抜け」エリア「吹抜け」エリア「テーマゾーン」「テーマゾーン」
「企画・展示」「企画・展示」

フレキシブル イベントエリアフレキシブル イベントエリア

（市道歩専1号線）

（市道小牧駅前線）

一般書コーナー
一般書コーナー

児童コーナー

ティーンズコーナー

広場広場

シンボルロードシンボルロード

「賑わい軸」

市道歩専１号線

市道　小牧駅前線

市道
小牧駅西線

駐車場出入口

駐輪場
出入口

消防活動用空地

消防
活動用
空地

駐輪場
出入口

「新図書館建設の基本方針」

「建築計画の方針」

「蔵書目標数」

内観イメージ

弘前公園前店

鎌倉御成町店

出雲大社店

神戸北野異人館店

目黒店

京都三条大橋店

表参道B-SIDE店

京都烏丸六角店

銀座マロニエ通り店

福岡大濠公園店 富山環水公園店 上野恩賜公園店 東急プラザ表参道原宿店

大宰府天満宮表参道店

伝統と革新が共存する登録
有形文化財

漫画家、横山隆一氏の邸宅
跡地で寛ぐ

和と洋の縁結び 日本ならではのおもてなし
の心を表現

都会の中のオアシス アート展示など、様々な催
し物を開催

登録有形文化財である2階
建ての洋館

鴨川納涼床で楽しむコー
ヒー

歴史ある京の古寺とコー
ヒー文化の融合

伝統的な木組み構造を用い
たデザイン

公園内の憩いの場 水と芝生が広がる憩いの場 緑あふれる自然と文化・芸
術を満喫する店舗

緑豊かな天空のスターバッ
クス

周辺敷地調査の結果、商業開
発中心で、ピーチライナーの廃
線の影響で賑わいが少ない印
象を受けました。名古屋から近
くポテンシャルは高いのですが、
少し衰退感があります。

新図書館づくりをきっかけに、市民がリラックスできる「緑溢れる公園のような場」を提案します

■本当に活気ある都市にするためには、建築単体ではなく、エリア
全体で考え、駅東側も含めて良い環境を創ることが大切です。

■建物だけでなく、まちづくり経験の豊富な我々設計チームが、そ
の実現の一助となります。

商業開発依存型の街づくりから「市民が生きがいを感じる街づくり」へ

市民みんなで話し合って決める「内発型」のまちづくりが必要

ラピオ
新図書館

緑・活気の少ない現状緑・活気の少ない現状

駅とのつながりが少ない現状駅とのつながりが少ない現状

駅東側のまちづくりの考え
方も一緒に検討していくこ
ともできます

バリアフリーではない、上下移動のデッキバリアフリーではない、上下移動のデッキ
小牧駅

東側広場

西側広場

シンボルロード

Ａ

Ｂ

延床 58,660㎡、約 4000坪の中庭を持つ
集合住宅で、25年の歳月をかけ、地域の
シンボルとなる豊かな緑化エリアを形成。

２階テラスレベルにおいて、ＡＢの両方で接続することも可能です。今後、計
画条件を整理し、市民の方々 とワークショップを行いながら、ペデストリアンデッ
キの取り扱い、緑や広場のあり方を話し合っていくのが良いと考えます

市のシンボルである小牧山と呼応し、緑豊かな「駅前の小さな小牧山」となるような新図書館を創ります

市民参画
実際に使っていく

愛
さ
れ
続
け
る
施
設

　
地
域
文
化
の
コ
ア

利
用
者
拡
大
・
活
動
の
多
様
化

開館後１５年以上続く子供対象
の自主事業（当社事例）

ボランティア主催のお話会
（当社事例）

開館１年記念お祭りコンサート
（当社事例）

市民参加から参画へ動き出してみる

子供も興味津々の模型展

作る過程に参画すること
は、完成後長く使い続け
る愛着を生み、将来若者
たちが街に住み続けるこ
とに繋がります

大学授業の現場見学会

仮囲いにペイントアート

教育機関との協働

具体的な動かし方を考え始める

チェーン店の誘致、住民による自主
運営、それらの複合など、それぞれ
の利点を検討します。

市民利用スペースの
用途や使い方を考える

図書館運営方法の検討

カフェや物販の検討

セキュリティゾーンの具体的な設
定や配架計画、最新機器の導入に
ついて検討します。

住民

行政

管理者

新小牧市立図書館建設工事 Ｓ＝1/2

□面見せ書架
雑誌

社会科学

技術工学

給湯

ス的
室は
置が
い

職員スペース内に収納を設置

新刊

R

総記

哲学

文学

歴史

社会科学

紙芝居

35 名～ 40 名程度

下足入れ

自然科学

技術工学

絵本

絵本

絵本

特大絵本

特大絵本 言語

ブックスタート

全集・選集

産業

芸術

外国）

物語
絵本・洋書

自然科学

名づけ

BDS
●　予約検索機

●　ＯＰＡＣ
●　自動貸出機
●　自動返却機

●
●

● ●

●
●

予約検索機

サーバー室移設

安全検証による要求と回遊性を考慮し、階段を設置

技術現在検討中です

スロープ中止の検討

新刊

出入口の設置（全て可動とするのは、コストアップになる）

BDS
●

●

●

●

BDS

・デジタルサイネージ
　又は、案内サイン

・予約本コーナー

※配架のゾーニングに関しては、図書館職員の案に、極力同様となるように配架を検討しています。
※一部、冊数の関係で、配架位置を変更している箇所もあります。（社会科学、大型本、紙芝居等）

まちのリサーチ
皆でまちを探検、魅力を再発見

まちの魅力を話し合う

既存の施設との関係を考え、
新しい施設で何をするか考える

利用者・管理者にヒアリング

バスツアーで市内を散策したりして
まちの魅力を確認します。

まちの魅力や問題について意見を出し
合い、何ができるか考えます。

近隣施設を徹底的に調査・比較し、
必要な部屋の大きさ等をみんなで
共有します。

住民運営のコンビニ兼物産館
（当社事例）

基本のコンセプトを説明
プロポーザル段階で考えたこ
とを共有し、その後の検討
に携わるチームをつくります。

まちのイメージの説明
以下図書館設計時の事例

新図書館づくりをきっかけに、市民がリラックスできる「緑溢れる公園のような場」を提案します

■本当に活気ある都市にするためには、建築単体ではなく、エリア
全体で考え、駅東側も含めて良い環境を創ることが大切です。

■建物だけでなく、まちづくり経験の豊富な我々設計チームが、そ
の実現の一助となります。

商業開発依存型の街づくりから「市民が生きがいを感じる街づくり」へ

市民みんなで話し合って決める「内発型」のまちづくりが必要

ラピオ
新図書館

緑・活気の少ない現状

駅とのつながりが少ない現状

駅東側のまちづくりの考え
方も一緒に検討していくこ
ともできます

バリアフリーではない、上下移動のデッキ
小牧駅

東側広場

西側広場

シンボルロード

コンセプトイメージの説明

外観の説明・模型による説明

類似事例のリサーチ

愛知県内見学済
愛知県内図書館　市中央館 50館＋小牧市内分館 3館
愛知県外　岐阜県ー 2館　三重県ー 2館　

�

周辺図書館に負けない、市民の誇りとなる図書館をつくります

岐阜市立中央図書館岐阜市立中央図書館

←東部市民センター図書室←東部市民センター図書室
←えほん図書館←えほん図書館

↓味岡市民センター図書室↓味岡市民センター図書室

↑北里市民センター図書室↑北里市民センター図書室

一宮市立中央図書館一宮市立中央図書館

↑岡崎市立中央図書館↑岡崎市立中央図書館

↓安城市図書情報館↓安城市図書情報館

おおぶ文化交流の杜図書館おおぶ文化交流の杜図書館

関市立中央図書館関市立中央図書館

愛知愛知愛知愛知愛愛知愛知愛知愛知愛知愛知愛知愛知知県県県県県県県県県

岐阜岐阜岐阜岐阜岐阜岐阜岐岐 県県県県県県県県県県県県県県県県

三重三重三重三重三重三重三重三重重県県県県県県県県県

次回見学

�

㉘

⑯

�

�

㉗

�

�

�

⑱

�

�

�

㉑
⑭

�

㉔

⑫

�

㉚

㉙

⑳

⑪

�

�

⑮

㉕

�

⑰

⑩

⑲

㉓

㉛
�

㉒
㉖

�

�

⑬

○

○

⑤

58

57

○51

○53

○42

○52

④

②

③

⑤
⑥⑦

⑧

①

○54

○

○55

⑨小牧市立図書館→小牧市立図書館→

56

⑤

■市役所と見学した図書館分析　一覧■市役所と見学した図書館分析　一覧

①　安城市図書情報館①　安城市図書情報館
②　おおぶ文化交流の杜図書館②　おおぶ文化交流の杜図書館
③　一宮市立中央図書館③　一宮市立中央図書館
④　岡崎市立中央図書館④　岡崎市立中央図書館
⑤　小牧市立図書館⑤　小牧市立図書館
⑥　小牧市東部市民センター図書室⑥　小牧市東部市民センター図書室
⑦　小牧市味岡市民センター図書室⑦　小牧市味岡市民センター図書室
⑧　小牧市北里市民センター図書室⑧　小牧市北里市民センター図書室
⑨　えほん図書館⑨　えほん図書館

■弊社の独自調査■弊社の独自調査
　　岐阜市立中央図書館　　岐阜市立中央図書館
　　関市立図書館 ( 分析中 )　　関市立図書館 ( 分析中 )○○56

○○55

周辺類似施設のデータを集計

データから適切な規模を導く

周辺の類似施設について、面積や
機能、蔵書数等をまとめます。

1/1000 (A3)

1F 2F

3F

見学済み図書館 項目別分析 岡崎市立中央図書館

見学風景

ティーンズ

事務室

閲覧室

自動仕分け機

展示コーナー

雑誌架

新聞閲覧

ブラウジング

児童書架

( )

現地見学でイメージを共有し
機能別面積や座席数を分析

類似施設を実際に皆で見学し、平
面図を機能別に塗分け、面積や座
席数を集計します。

データを一覧化し、富谷市にふ
さわしい冊数や機能別面積、座
席数を導きます。

各館ゾーンごとの座席数の比較例

人口
総蔵書数

図書館面積／延床面積（建物）
一般閲覧席
人口比率
冊数比率

ブラウジング
人口比率
冊数比率

児童図書エリア
人口比率
冊数比率

平均の算出

314 席
211 席 240 席268 席

平均席数
43 席

26 席 30 席33 席
平均席数
87 席

57 席 66 席74 席

安城市図書館 大府市図書館 一宮市図書館
18.8 万人 9.2 万人 38.6 万人
45 万冊 40 万冊 60 万冊

約 6970㎡／約 9190㎡ 約 3790㎡／約 10000㎡ 約 6400㎡／約 16210㎡
550 席 190 席 206 席
440 席 304 席 80 席
605 席 238 席 171 席

40 席 26 席 42 席
32 席 42 席 16 席
44 席 33 席 35 席

133 席 54 席 84 席
106 席 86 席 33 席
146 席 68 席 70 席

図書館内　総席数
人口比率
冊数比率

632 席
395 席 456 席518 席

848 席 342 席 643 席
678 席 547 席 251 席
933 席 428 席 534 席

他6館

他 3ゾーン

どんな施設とするか、皆で作業
して考えていきます。

施設設計ワークショップ

施設に求めるものを話し合う

自由に話し合い、意見を建築の
ゾーンごとに分類します。

模型を作ってみんなで議論する

模型を使えば、まちに対するボ
リューム感などが把握しやすく
なります。

空間のイメージを話し合う

イメージカードを使って、機能
配置や読書スペースの設えなど
のイメージを共有します。

イメージカードの例

壁面に本棚 本を読みながら飲食カウンターを中心に
24. 25.23.

曲線書架囲い込む書架 本棚の筒
28. 29. 30.

皆の意見を反映した
コンセプトを共有
ワークショップを経て更新されたコン
セプトを共有し、実施設計に繋げます。

吹抜
空間

市のシンボル
「小牧山」

ラピオ 新図書館 名鉄小牧駅
「域外に誇れる各世代が満足できるしっかりした図書館」

新図書館のイメージ像新図書館のイメージ像

域外に誇れる
的なしっかりした図書館」

本・学習・知の探究
居場所・滞在

「静」の空間
自然光が行き届く 飲食ができるスペース 特色ある選書

ティーンズの充実
広場との連携・高い天

広場でのイベント

こども夢・チャレンジ№ 1都市

元気創造都市 支え合い共生都市

「知」のレベルアップ
の場としての新図書館

実践・体験の場として
のこども未来館

都市ヴィジョン

地域の宝である「小牧山」と呼応する「小さな小牧山」を創るイメー
ジで、緑豊かな小牧市の象徴となる図書館をつくります。織田信長
が、かつてこの地で城下町の地割りを根付かせ全国に発展させたよ
うに、本計画をきっかけに、新しい日本の街づくりを、ここ小牧か
ら始めます。

段々状緑化のかつての小牧山城■活気ある都市にするためには、建物単体ではなく、エリア全体で考えることが大切です。

ラピオ 新図書館

名鉄小牧駅
シンボルロード

市にはない特徴として、小牧市はこどもを中心に世代がつながる考え方を、都市ヴィジョンとして掲げています。この考え方に基づき、次世代を育てる場となる

フレキシブルイベ
ントエリア

一般開架エリア

一般開架エリア

一般開架
エリア

動線検討 動線検討

デッキ
デッキ

駐車場

駐車場
駐車場

１

２

３ 吹抜吹抜
空間空間

市のシンボル市のシンボル
「小牧山」「小牧山」

ラピオラピオ
ラピオ最上階からの
小牧山への眺望 新図書館新図書館 名鉄小牧駅名鉄小牧駅

「域外に誇れる各世代が満足できるしっかりした図書館」「域外に誇れる各世代が満足できるしっかりした図書館」

段々状の屋上緑化

ラピオの前庭空間 小さな小牧山のイメージ

緑に包まれた市のシンボル

新図書館のイメージ像

こども夢・チャレンジ№ 1都市こども夢・チャレンジ№ 1都市

元気創造都市元気創造都市 支え合い共生都市支え合い共生都市

「知」のレベルアップ「知」のレベルアップ
の場としての新図書館の場としての新図書館

実践・体験の場として実践・体験の場として
のこども未来館のこども未来館

都市ヴィジョン都市ヴィジョン

駐車場
駐車場

もを中心に世代がつながる、次世代を育てる図書館

地域の宝である「小牧山」と呼応する「小さな小牧山」を創るイメー
ジで、緑豊かな小牧市の象徴となる図書館をつくります。織田信長
が、かつてこの地で城下町の地割りを根付かせ全国に発展させたよ
うに、本計画をきっかけに、新しい日本の街づくりを、ここ小牧か
ら始めます。

段々状緑化のかつての小牧山城■活気ある都市にするためには、建物単体ではなく、エリア全体で考えることが大切です。

ラピオ 新図書館

名鉄小牧駅
シンボルロード

プロポーザル

専
門
家

市
民

市
民
・
役
所

実施設計 開館基本設計 施工期間
より良い使い方の検討
動かし方を考え始める 住民の参画今までの検討を大切にする 近隣の調査を皆と共にやり、共通の認識、基盤を持ち、調査→比較・分析→皆で話合いします 住民の参加から参画へ移行

動き出してみる

どんな部屋にする？

更に仲間を増やす
どんな設備が必要 ?

運営方法を決める
どんな

施設なら楽しい？ 実現方法を考えよう

今の建物のどこが良い？
どこが不要？どんな街にしたい？

どんなカフェにしたい？仲間を募ろう どんな場所で
過ごしたい？

どんなスイーツ
を食べたい？

どんなところで
働きたい？

どんなところで
遊びたい 現場を見る 市民による諸団体

施設管理者どうやって使う?

みんなで行動を
始める

出席 WS への参加、助言 WS への参加、助言

※要請に応じてど
のような専門家と
も協働可能です。

まちづくり 観光図書館司書
官民連携アドバイザー

ランドスケープ
児童館関係者建築家・都市計画家 デジタルエンジニア図書館コンサル

児童館コンサルスペシャリスト
著名人・講演者

施設運営 運営計画のコンサルタント
建築家 参画した市民

市民の NPO 化
社団法人

いつの段階でも建築家がファシリテーターであることで
コストコントロールし、空間の質を保つ上でも重要です。

和のゾーン

その他のゾーン

創造のゾーン

集いのゾーン

知識のゾーン

飲食のゾーン

展示のゾーン

コンピュータ
インターネット
CD・MD

DVD鑑賞

音楽鑑賞

学習スペース
図書の閲覧
子供の本読み場

読み聞かせができる場
図書館的機能

絵画鑑賞
書道展

絵画展

写真展

気仙大工の展示
仏教関係の展示

津波記念室
工業的な展示

発明展

高校生・中学生の作品展示

喫茶 甘味処
軽食

ミニコンサート

料理

楽屋

リハーサル

華道

サッカー日本代表戦
観戦

マナー教室

料理教室

椿寿料理
郷土料理
お酒が飲める

謡曲のお稽古
聞香の会

茶道のお稽古

お茶会 落語家

陶芸教室

フラワーアレンジメント

バレエ

着付け
囲碁

書道

将棋

レッスン
声楽・合唱
ピアノ・楽器

多目的のゾーン

工作教室 美術工芸
日本画を描く

資格試験会場

謡曲（語・仕舞）の
けいこ・発表

演劇
能・狂言

演劇・舞踊

フラダンス

社交ダンス 太極拳

講演会

会議

講義

講座

英会話のレッスン

サークル・
　ミーティング

短歌の会

アトリエ
（創作室）

マルチ
スペース 会議室

展示ギャラリー

和室

市民の参加 「市民参加」から「市民参画」へ 「協働」NPO自ら指定管理者になる

1. 関心度・意識の向上 3. 市民案の作成2. 身近なものの調査、文化の「かたち」を分析・検討 4. デザイン・スクリプト
5. プログラム、各機能を市民と決める

6. 運営管理計画・市民の参画が始まる
7. まちと施設を盛り上げるプレイベント

8. 参画から協働へ
　地域に愛される施設へ

活動を続けよう楽しみ方を考えよう

1 週 2 週 3週 4週 5週 6週 7週
通常
打合せ
ワーク
ショップ 開催開催 まとめ /分析

案の作成

臨機応変に随時打合せ
ワークショップ
結果検討

ワークショップ
メニュー決定

人数 /メニュー検討 公告

その為には 2 週間で計画案を作成し、次の 2 週間で役所の方々と提案の実現性やコ
ストを見定めます。その後の 3 ～ 4 週間でワークショップのメニューを固め参加者を
募るという周期で進めます。40 ～ 50 日間に一回ワークショップを開催することで、
町民との確認・合意をしながら丁寧に検討を進めます。

益子町

今までの検討を大切にする より良い使い方の検討
動かし方を考え始める

住民の参加から参画へ移行
動き出してみる 住民の参画近隣の調査を皆と共にやり、共通の認識、基盤を持ち、調査→比較・分析→皆で話し合いします

利
用
者
拡
大
・
活
動
の
多
様
化

愛
さ
れ
続
け
る
施
設　

地
域
文
化
の
コ
ア

運営・維持管理費
約 65%

施工費
約 25%

設
計

5 % 5 %

解
体

イニシャルコスト
ライフサイクルコスト（LCC）：長寿命化により年当りのコストを削減

ランニングコスト

約 5% の設計段階で他 95% の大枠が決定
設計 設計解施工 施工運営・維持管理

運営・維持管理継続

運営・維持管理

経過年0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

総
費
用

修繕
▼

一般
仕様
LCC
考慮

修繕
▼

大規模修繕
▼

初期費用の
差は短期で
回収

イニシャルコストが再度発生

長く使い続けると
トータルでローコスト

工事費を下げるだけではなく、70％近くを占める

ランニングコスト低減を重視し、更新しやすく

長期的に使い続けられる建物とします。

海田型ワークショップを実施

8

町民

計画・設計

町民

町民
町民

町民

・『フロントローディング』によりプロポーザル段階に新体育館も含めた概算を算出、コスト管理を徹底します。
・家具備品などの配置を踏まえた平面計画を基本計画段階から行い、床面積を最適化しコスト削減につなげます。
・代表員設計の愛知県の図書館は、42 億の当初予算から 36 億まで圧縮しつつ、機能的にも当初以上のものを実現。

基本計画 基本設計 実施設計

水準
コ
ス
ト

条件整理条件整理要求整理要求整理条件整理条件整理 適正規模適正規模 決定決定

概算概算概算概算

入札入札
詳細設計詳細設計 詳細積算詳細積算

平面平面
立面立面
断面断面

設備・内装決定設備・内装決定 常時チェック＆
フィードバックで抑制

構造形式の比較検討により抑制

適正規模の比較検討により抑制 補助金獲得の精査により抑制 設計工程設計工程

イ
ニ
シ
ャ
ル
コ

ス
ト
の
圧
縮

・既存校舎と位置をずらした配置計画（既存校舎の解体費抑制、地中残存物のリスク低減）
・仮設校舎を建てずに既存の居ながら工事とすることで仮設費用の削減。
・1FL を GL+800 に床上げし、掘削土は外構整備へ転用、搬出土量の低減を図るとともに、浸水対策にも配慮。
・県産流通材、汎用製品の利用による部材コストの低減。・部材の標準化・共通化、仕上げ種別、工種の集約化によるコスト低減。
・部品化・パネル化などのプレファブ化によるコスト低減。・地域材利用などによる各種補助金の活用。など

年度 令和 6 令和 7年 令和 8年 令和 9年 令和 10 年 令和 11 年 令和 12 年

月
11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

基本計画（4ヶ月）基本計画（4ヶ月） 基本設計（7ヶ月）基本設計（7ヶ月） 実施設計（17 ヶ月）実施設計（17 ヶ月） 発注調整期間 新校舎棟建設工事（20 ヶ月）新校舎棟建設工事（20 ヶ月） 引越 既存校舎解体工事（8ヶ月）既存校舎解体工事（8ヶ月） 残存外構工事（8ヶ月）残存外構工事（8ヶ月）

業務

内容

準備準備 杭工事杭工事山留山留

引越引越

杭発注杭発注
ピット / 基礎ピット / 基礎

準備

準備 排水工事

段々植栽
仕上 /グラウンド

造成
縁石等 仕上

植栽

アスベスト調査

解体 A

解体 A
解体 B

解体 B
調査

調査

検査
1F 立上り1F 立上り

掘削掘削
3F 立上り3F 立上り

検査検査

サッシ取付サッシ取付

足場足場
防水防水

外構工事外構工事

2F 立上り2F 立上り
屋根工事屋根工事

設備工事設備工事
内装工事内装工事

外装外装

類似事例 / 地域 / 周辺状況及び類似事例 / 地域 / 周辺状況及び
ハード / ソフト面の現状調査と整理ハード / ソフト面の現状調査と整理

整備方針の具体的内容の整理整備方針の具体的内容の整理
諸室のあり方の検討諸室のあり方の検討

仮設校舎有パターン配置計画仮設校舎有パターン配置計画
４案建替えプロセス４案建替えプロセス

構造・防災計画構造・防災計画
施設規模算定 / 将来の配置計画施設規模算定 / 将来の配置計画

本館

新館新館

給食給食

財源計画 / 計画資料の作成財源計画 / 計画資料の作成
法的諸条件の整理集約法的諸条件の整理集約

イニシャル / ランニングコストイニシャル / ランニングコスト
ライフサイクルコストの検討ライフサイクルコストの検討

敷地測量 / 測量調査敷地測量 / 測量調査 まとめまとめ

総合基本設計総合基本設計

構造基本設計構造基本設計

電気設備基本設計電気設備基本設計
機械設備基本設計機械設備基本設計

財源計画財源計画

調整調整

調整調整

調整調整

調整調整

調整調整

調整調整

調整調整

調整調整

調整調整

調整調整

調整調整

調整調整

調整調整

ライフサイクルコストの検討ライフサイクルコストの検討

本編、概要版本編、概要版
プレゼンテーション用資料の作成プレゼンテーション用資料の作成

▲
新校舎の完成まで

約 20 か月

契約
▶ 総合実施設計総合実施設計

構造実施設計構造実施設計

積算業務積算業務

透視図作成 / 型製作 / 動画制作透視図作成 / 型製作 / 動画制作

関係法令等に基づく必要な各種申請手続き / 建築確認申請手続業務関係法令等に基づく必要な各種申請手続き / 建築確認申請手続業務
建築基準法第 48 条第 5 項ただし書き許可申請手続業務、各種法律、申請手続き業務建築基準法第 48 条第 5 項ただし書き許可申請手続業務、各種法律、申請手続き業務関係法規事前ヒアリング / 協議関係法規事前ヒアリング / 協議

備品等什器整備計画業務備品等什器整備計画業務

地質調査業務地質調査業務

▼▼供用開始供用開始

◀◀
新
校
舎

新
校
舎
供
用
開
始

供
用
開
始

◀◀
外
構
完
成

外
構
完
成

体育館も本事業で建て替えた場合（仮設無し）

体育館建設（10 ヶ月）体育館建設（10 ヶ月）

既存体育館解体既存体育館解体
体育館周り外構体育館周り外構

（4 ヶ月）（4 ヶ月）

電気設備（昇降機設備，太陽光発電設備を含む）実施設計電気設備（昇降機設備，太陽光発電設備を含む）実施設計
機械設備（都市ガス設備を含む）実施設計機械設備（都市ガス設備を含む）実施設計

新しい校舎を、新しい校舎を、
卒業していく児童たちも卒業していく児童たちも
3 ヶ月間使えます3 ヶ月間使えます

既設校舎解体積算既設校舎解体積算

将来の物価上昇によるコスト増を考慮すると、将来の物価上昇によるコスト増を考慮すると、
本事業で一緒に体育館を建て替え、本事業で一緒に体育館を建て替え、
44 億程度でコストを抑える方法もあります。44 億程度でコストを抑える方法もあります。

30405060708090100

　　テーマ④「長期的な視点に立った，維持管理のしやすい施設整備」　　テーマ④「長期的な視点に立った，維持管理のしやすい施設整備」6

環境負荷低減手法 低減率 備　考
1 自然換気 ー 0.7% 中間期の共用部ゼロ空調
2 太陽光発電 （ー 2.3%）太陽光パネル設置 ( 検討による）
3 自然採光 ー 0.8% トップライトによる自然採光で昼間消灯
4 井水利用 -0.5% グラウンドに井水をまく
5 ヒートピット ー 2.1% 外気負荷低減
6 高効率照明・照明制御 ー 10.4% LED、高効率照明、人感センサー
7 熱源の高効率化 ー 2.3% 高効率機器、ハイブリッド熱源の採用
8 熱源水の大温度差仕様 ー 1.6% 熱源水の大温度差仕様で搬送動力低減
9 外気取入 CO2 制御 ー 8.4% 室内 CO2 濃度を検知、外気取入量を低減

10 外気冷房 ー 1.3% 冬期冷房が可能な時期は冬期に熱源を停止
11 緑化 ー 5.8% 積極的な緑化の採用
12 節水器具 ー 0.8% 節水器具、擬音装置の採用
13 雨水利用 ー 0.6% 雨水利用による節水で使用エネルギー量削減
14 Low-E 複層ガラス ー 1.6% 単板普通ガラスとＬｏｗ－Ｅ複層ガラス比較
15 屋根断熱 ー 1.7% 屋根の断熱を行い空調負荷を低減
16 BEMS・節電運用 ー 2％ ＢＥＭＳ活用、節電運用マニュアル化

合　計 － 40.1% LCCO2 の 40％以上削減目標

〇環境負荷・維持管理費低減の工夫

〇水光熱費の削減に配慮した計画

地震 強風・台風 火災 水害 /大雨
・耐震天井の採用、
天井部材の落下
防止など、二次
部材の耐震化を
徹底
・設備機器・配管
には耐震継手・
支持等の措置

・耐風圧強度に配慮
　建具や外壁の設計
・積極的な周囲の緑
化による風速軽減
・軒は天井下地を構造
体と緊結し吹上げる
風に対応

・法の遵守はも
ちろん、より
避難のしやす
さに配慮した
建物とする
・隣地境界には
植栽を設け延
焼を防止

・適切な外構水
勾配の設定、
余裕のある雨
水管径設定に
より浸水・漏
水を防止

代表員設計の建物↓代表員設計の建物↓

東日本大震災で、無傷で避難所東日本大震災で、無傷で避難所
として活用された代表員事例として活用された代表員事例

ランニングコストや LCCO2 の低減に寄与するエコスクール

災害時、復旧活動支援の受け皿となる学校 経済的で高い強度・剛性を持つ構造計画

・自然エネルギーの活用：勾配屋根や吹き抜けを活用した重力換気により、空調負

荷を抑え、天窓からの自然光採光で昼間の照明使用を減らします。これにより、施

設の快適性を高めつつ、エネルギー消費を抑える設計を目指します。

・維持管理コストの 30％削減：自然換気と採光の活用に加え、高効率な空調・照明

設備を導入することで、年間維持管理コストの約 30％削減を目指します。　初期

コストと運用コストのバランスを最適化した計画です。

・外皮性能の強化とパッシブデザインの導入：外皮の高断熱化、日射遮蔽、適所へ

の緑化を取り入れ、エネルギー効率を高めます。長期的なメンテナンスの手間を減

らし、運用コストの削減にも寄与します。

・ZEB Ready から ZEB への取り組み：建築 / 設備両面の省エネで一次エネルギー消

費量の 50% 以上削減を目指します。太陽光発電や地中熱の利用による創エネを行

えるスペースを確保することで「ZEB」を目指すことも可能な計画とします。

・エネルギーの「見える化」：BEMS を活用して、エネルギー使用状況を可視化。こ

れにより、利用者の省エネ意識を高め、教育効果も促進します。

東日本大震災では 1380 の建物が被災、80 が軽傷、2 のみ無傷でしたが、代表員の

設計した O 市の公共施設は無傷で、約 500 人が 10 ヶ月避難し、復興に貢献しました。

この救援支援の経験を活かし、長期に渡る復旧活動支援拠点を想定した空間利用と

バックアップ体制を計画します。

十分な耐震壁を確保しラーニングプレイス等の吹抜け空間は

壁のない開放的でフレキシブルな空間とし、構造種別は今後

の物価変動もふまえ基本設計段階で柔軟に対応します。屋根

は RC とすることで工期や防音に配慮した計画とします
シート防水 + 軒先金属屋根による
勾配屋根でローコストかつ軽量化

地盤情報を基に適切な基礎形式を検討します

地震時の水平力が大
きくなる 1 階には耐
力壁を多く配置
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〇消費エネルギー削減で「ZEB Ready」を確保

従来型建物

本提案建物

校庭

特別教室 教室

自然通風

WSWS

WSWS特別教室

図書室 調理室職員室

教室

海田みらい
スタジオ

隣地

電気 水道

電気 水道 約 30％削減

自然採光

日射遮蔽

太陽光パネル

日射遮蔽

敷 地 北側に計画する場 合仮設 校舎が必 要になり、校舎の建 替のみで 47 億円のコストと大幅な工期延長が見 込まれます。敷 地南に配置する場 合、仮に
体育館の建 替えも本 計画で行ったとしても、計 4 4 億円とよりローコストで行え、工期も外 構工事とオーバーラップさせられるためより短く抑えられます。


